
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あすなろ」 
もっと・ホットに 

 

平成 25年度「ひっとプラン港北」新吉田あすなろ地区計画 

「あすなろさがしてネット」連絡拠点一覧 

※「ひっとプラン港北」は、港北区地域福祉保健計画・港北区地域福祉活動計画の愛称です。 

あすなろさがしてネットとは？ 

徘徊高齢者の事故やけがを防ぐには、早期

に発見・保護することが必要であるという 

考えから、地域の商店街等の連絡拠点と地域

住民（町内会長・民生委員等）で構成された 

ネットワーク組織です。これはあすなろ地区

の支えあい連絡会で徘徊高齢者の事例につい

て話し合う中で生まれました。 

新田中学校 

 新吉田あすなろ地区 

①菊谷酒店 

②商栄地所 

③フォルム綱島クレスタワーズ 

④イトーピア綱島コンドミニアム 

⑤綱島パーク・ホームズ 

⑥名取建設工業株式会社 

⑦新田米店・クリーニング共和 

⑧みどり書房 

 

⑨ホームセンターメイド 

⑩ライネスハイム綱島壱番館 

⑪吉田米店 

⑫フジムラクリーニング 

⑬平石クリーニング 

⑭佐藤理容館 

⑮横浜新吉田郵便局 

⑯グリーンコーポ綱島  

 

 

⑰稲葉クリーニング 

⑱寿司処 綱新 

⑲理容サロン ウダ 

【あすなろ地区外の拠点】 

東急バス新羽営業所 

グループホームひかり 新横浜新羽 

イオン 新吉田店 

ローヤルよつや 新吉田店 



 

 

 

１ わたしたちのまちの特色 
 新吉田あすなろ地区連合町内会には、旧来の市街地の自治会町内会５つとマンションの

自治会町内会５つ、合計 10の自治会町内会があります。 

住宅が増えており、昔は畑だったところがアパートやマンションになりました。また、

工場の跡地もマンションになっています。もともと一軒家があった土地が空くと、そこを

分割して複数の家を建てて販売をされる傾向があり、それを購入した若い世代が他の地区

から転入しているようで、若い世代の比率は区の平均を上回っています。また団塊の世代

も多く暮らしている地区です。 

 新吉田あすなろ地区は、区域としては小さく、まちづくりの担い手となる人が少ないも

のの、まとまりは最高と自負しており、福祉保健のまちづくりを頑張ってすすめています。 

 

 

２ これまでの取り組み 
 当初の計画に基づいて、様々な活動を推進してきました。多様な世代が参加する福祉盆

踊り大会やふれあい運動会などとともに、３大イベントである防災訓練には、障がいのあ

る方の参加を含め年々新しいものを工夫して取り入れ、地域全体で取り組んでいます。 

 特に、平成 21 年度から「災害時要援護者支援事業」に取り組み、災害時に支援が必要

な方の把握を行い、日常的な見守りや災害時の支援方法などの検討を進めてきました。 

また、「あすなろさがしてネット」の活動では、徘徊高齢者の方策として、拠点の充実化

や「メール配信」制度を導入しました。「ふらっとサロン」では健康体操やお茶を飲みなが

らためになる講話を聞くなどの内容を実施してきました。今後は、あらゆる世代の方が気

軽に活動に参加できるしくみづくりと、活動の担い手の確保をすすめ、地域内での活動に

対する理解を深めることを目指します。 

 
 
３ これから目指していく姿 

新吉田あすなろ地区のスローガンに基づき福祉保健のまちづくり活動をすすめていきます。 

（1）みんながコミュニケーションをとれるまち あすなろ 

（2）声かけと顔の見える関係づくりのまち あすなろ 

（3）誰もが困っている人に手を差し伸べられるまち あすなろ 

（4）みんなが交流を深め、まちづくりに参加するまち あすなろ 

（5）子どもも大人も安心して安全に生活できる、活力あるまち あすなろ 

 

防災訓練の様子 

運動会の様子 盆踊り大会の様子 

 

 



 

 

平成 25年度「ひっとプラン港北」新吉田あすなろ地区計画 

４ わたしたちのまちの取り組み 
 

キーワード 
取り組み 

目 標 具体策 

ひ
ろ
が
る 

理
解 

・みんながコミュニケーション
をとれるまち 

 
・声かけと顔の見える関係づく
りのまち 

 
 
 

・認知症の研修会の回数を増やしたり、障がい

者やその家族との交流の機会を増やす等、理

解をひろげる取り組みを充実します。 

 

・「あすなろまつり」（グループホーム）への参

加、障がい者施設の訪問・見学などを通じて、

障がい者や高齢者への理解をひろげる取り組

みを継続・充実します。 

担
い
手 

・みんなが交流を深め 
まちづくりに参加するまち 

 
 

・「盆踊り大会」、「お祭り広場」や「ふれあい運

動会」、「防災訓練」など地域全体で取り組む

交流イベント等で地域福祉保健計画の活動の

PR を行い、活動の周知や担い手の確保をす

すめます。 

つ
な
が
る 

知
る 

・子どもも大人も安心して安全
に生活できる、活力あるまち 

・「子育てサロン」を継続する等、若い世代が安

心して住める取組を進めます。 

 

・「一人ぐらし高齢者サロン」「シルバー健康体

操」「転倒・骨折予防体操教室」などの活動を

継続・充実し、生活支援の必要な高齢者、元

気な高齢者の健康維持等、高齢者が安心して

元気に暮らせる環境づくりをすすめます。 

活
動 

・隣接する地域と連携して「あすなろさがして

ネット」をつなげます。 

と
ど
く 

情
報 

 
・誰もが困っている人に手を 
差し伸べられるまち 

 

・ケアプラザの講座やイベントなどを利用し、

地域に今以上に情報が届くよう、しくみづく

りをします。 

 

・各委員の行事や情報がより一層届くよう工夫

して取り組みます。 

早
期
発
見 

・推進委員会で検討します。 

・「あすなろさがしてネット」のしくみをより多

くの地域の人に知ってもらうためのチラシや

ポスターを作成し、徘徊している人への声か

けや早期発見ができるようにします。また、

「あすなろさがしてネット」の情報メール配

信のしくみを周知し、より多くの人にすばや

く情報が行きわたるようにします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
５ ふり返りの仕方 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

あすなろさがしてネット 

連絡拠点ステッカー 

あすなろさがしてネット 

模擬訓練の様子 

＜推進委員会のメンバー＞ 

新吉田あすなろ連合町内会、新吉田あすなろ地区社会福祉協議会 
新吉田あすなろ地区民生委員・児童委員協議会 
 

これからも皆さんの協力や支援を得ながら、この計画をもとに、新吉田あすなろ地区の

福祉保健のまちづくりをすすめていきます。 

 

６ 最後に 
 

 

推進委員会を定期的に開催して「わたしたちのまちの取り組み」の達成状況を 1 年ごとに

ふり返るとともに、新たな取り組みなどを検討し、目標とする地域の姿を実現していきます。 

 


